
田子診療所副所長・老健たっこ副施設長
中﨑　真也（なかざき　しんや・32歳）
▽出身　八戸市
▽担当　内科
▽趣味　ドライブ・バイク・映画
▽抱負　昨年は三戸中央病院に勤務していま

した。（髙橋前所長が代わりに三戸中央病院
へ行きました。）　双方の現状を分かってい
るからこそ、私にできることがあると思い
ます。よろしくお願いいたします。

田子診療所所長・老健たっこ施設長
田中　裕之（たなか　ひろゆき・51歳）
▽出身　七戸町
▽担当　総合診療（主に内科一般）
▽趣味　カラオケは好きです。
▽抱負　田子診療所（田子病院）勤務は３度

目になります。１度目は２年間、２度目は
半年。今回は？（長く居るつもりです）

　笑うと長生きするそうです。笑って・笑っ
て・みんなで長生きしましょう。田子町民
の健康を守るべく頑張る所存ですので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

田子診療所に所長と副所長が着任
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●
今
月
の
話
題

第
６
次
田
子
町
総
合
計
画
完
成

　

第
６
次
田
子
町
総
合
計
画

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37

年
度
ま
で
の
10
年
計
画
で
、
３

月
定
例
議
会
に
お
い
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
策
定
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
ひ
と
が
輝
き　

ま
ち
が
輝

く　

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
等
か
ら
構

の
実
現
を
期
す
る
た
め
10
年
後

に
い
た
る
地
域
運
営
の
あ
り
方

と
そ
の
施
策
を
示
す
も
の
で

す
。

　

第
６
次
田
子
町
総
合
計
画

は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
を

引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
な
視
点

に
た
ち
、町
の
将
来
の
あ
り
方
、

そ
れ
を
創
り
だ
す
も
の
、
考
え

方
と
行
動
、
一
人
ひ
と
り
の
自

主
的
・
積
極
的
な
姿
勢
と
い
っ

た
一
見
、
形
と
し
て
外
か
ら
見

え
な
い
ソ
フ
ト
な
活
動
を
中
心

と
し
た
町
の
将
来
へ
向
け
て
た

く
ま
し
く
歩
む
こ
と
の
で
き
る

よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
連

す
る
「
人
づ
く
り
」
に
着
目
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も

の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

に
よ
る
「
総
合
計
画
審
議
会
専

門
部
会
」（
教
育
文
化
・
保
健

福
祉
・
生
活
環
境
・
産
業
経

済
・
行
財
政
の
５
分
野
）
及
び
、

町
職
員
で
組
織
す
る
「
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」に
よ
り
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
検

討
、
そ
し
て
そ
の
解
決
策
に
つ

い
て
、
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ

集
約
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
策
定
委
員
会
」
及
び
「
審
議

成
さ
れ
て
お
り
、
５
つ
の
基
本

目
標
と
20
の
基
本
施
策
等
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
総
合
計

画
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
基
本
構
想

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口

減
少
社
会
の
本
格
到
来
、
現
在

急
速
に
変
動
し
て
い
る
社
会
情

勢
な
ど
、
当
町
を
取
り
巻
く
環

境
は
刻
々
と
変
化
す
る
と
と
も

に
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
第
６
次
田
子
町
総
合
計

画
は
、
今
後
の
時
代
の
潮
流
や

厳
し
い
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、

当
町
の
風
土
や
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
て
き
た
人
的
・
物
的
な
地

域
資
源
を
再
評
価
し
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
当
町
に

望
ま
れ
る
将
来
像
を
展
望
し
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
そ

会
」
を
経
て
、
本
総
合
計
画
は

完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
総
合
計
画
の
特
質
は
、
住

民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
計
画

づ
く
り
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に

「
協
働
」
そ
の
も
の
と
い
え
ま

す
。
本
総
合
計
画
の
確
実
な
実

行
の
た
め
に
、
こ
の
協
働
の
考

え
方
の
浸
透
と
一
層
の
実
践
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
基
本
目
標

▼
教
育
文
化
分
野

共
に
学
び
夢
と
絆
を
育
む

ま
ち
へ

▼
保
健
福
祉
分
野

助
け
合
い
、
支
え
合
う
。

一
生
涯
幸
せ
な
ま
ち
へ

▼
産
業
経
済
分
野

魅
力
あ
る
「
田
子
育
ち
」
の

産
業
を
目
指
す
ま
ち
へ

▼
生
活
環
境
分
野

人
と
自
然
に
や
さ
し
く

み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い

ま
ち
へ

▼
行
財
政
分
野

希
望
に
あ
ふ
れ
る
協
働
の

ま
ち
へ
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●
今
月
の
話
題

基本施策 主要施策

１．自ら学び、考え、
行動する力を育てます

確かな学力をつける環境の充実

地域の人財を活用した教育

誕生からとぎれのない教育環境の推進

２．みんなで楽しめるスポーツと
芸術文化の輪を広げます

活気のあるスポーツ・レクリエーションの創出

芸術文化に親しむまちづくり

郷土を知り、文化を守る

３．世界にはばたくまちにします

国際交流と多文化共生の推進

グローバルな人財の育成

姉妹都市交流の継続と発展

４．笑顔あふれる仲間と
学びの場をつくります

好奇心を刺激する学びの場の充実

自主性のある青少年の育成

家族の絆を深める家庭教育

基本施策 主要施策

１．安心と喜びを感じる
子育て家庭をつくります

地域ぐるみの子育て支援

親と子の健やかな成長

２．人生を楽しむために
健康になります

気軽に体を動かす

健康診断が初めの一歩

取り戻そう元気な体

身近な医療を上手に利用

３．共に生きがいを持って
暮らします

安心して過ごせる老後

障害者の自立を促す

共
に
学
び
夢
と
絆
を
育
む
ま
ち
へ

助
け
合
い
、
支
え
合
う
。

　
一
生
涯
幸
せ
な
ま
ち
へ

保健福祉

教育文化
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●
今
月
の
話
題

基本施策 主要施策

１．競争力のある農業を目指します

農業経営基盤の強化

土づくり推進と輪作体系の確立

農業の担い手対策

農産物の消費拡大

２．自然環境を活かす森林を
つくります

森林整備の推進

森林の多面的機能の活用

３．持続可能な畜産業を育てます
畜産経営の安定化と担い手対策

地域内一貫体制の推進

４．新たなにぎわいを生み出します
商工業の振興

商工業の担い手・雇用対策

５．愛される観光地づくりを
目指します

観光資源を活用した交流人口の増大

観光基盤の整備

基本施策 主要施策

１．きれいなまちにします
みんなができるごみ処理対策

みんなで進める美しいまちづくり

きれいな水と景観を残す自然環境保全

２．住みよい快適なまちにします
住み続けたいと思える住環境の整備

きめ細やかな道路整備

安全な水道水の安定供給

３．安心して暮らせるまちにします
みんなでつくる防災体制

明るいまちづくりと安心できる防犯体制

みんなにやさしい交通安全対策

基本施策 主要施策

１．開かれた行政運営を目指します
町民にわかりやすい行政運営

親しみやすい関係づくり

近隣市町村との良好な関係構築

２．未来を見据えた財政運営を
目指します

健全な財政運営

財源の安定確保

３．新たなコミュニティをつくります
公共施設の有効活用

地域リーダーの育成

４．思いやりの気持ちを育みます 男女共同参画の推進

５．ニーズに合わせた情報の
やりとりを進めます

スピーディな情報の共有

生活環境

産業経済

行財政

魅
力
あ
る「
田
子
育
ち
」の

　
産
業
を
目
指
す
ま
ち
へ

人
と
自
然
に
や
さ
し
く

　
み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い

　
　
ま
ち
へ

希
望
に
あ
ふ
れ
る

　
協
働
の
ま
ち
へ
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祝　

満
１
０
０
歳

（
※
写
真
１
）

　

３
月
13
日
、
堀
川
か
ち
い
さ

ん
（
関
上
）
の
満
１
０
０
歳
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
み
ろ
く
苑

で
敬
老
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
堀
川
さ
ん

の
誕
生
日
で
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
敬

老
祝
金
が
贈
ら
れ
、
施
設
職
員

と
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

　

堀
川
さ
ん
は
大
正
５
年
３
月

13
日
生
ま
れ
。歌
が
大
好
き
で
、

い
つ
も
笑
顔
で
歌
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
散
歩
も
好
き
で
、

天
気
が
い
い
日
は
外
を
散
歩
し

な
が
ら
歌
う
な
ど
陽
気
な
堀
川

さ
ん
で
す
。

田
子
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー

キ
ご
は
ん
協
定
調
印
式
・

完
成
披
露
会
（
※
写
真
２
・
３
）

　

３
月
29
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
の
新

ご
当
地
グ
ル
メ
「
田
子
ガ
ー
リ

ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」（
通

称
「
ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
」）
協

定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
「
田
子
ニ
ン
ニ
ク
料

理
推
進
協
議
会
」
の
佐
藤
剛
大

会
長
（「
勇
鮨
」
店
主
）
が
、

「
新
ご
当
地
グ
ル
メ
を
呼
び
水

に
観
光
交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
町
長

は
、「
ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
が
リ

ピ
ー
ト
可
能
な
観
光
資
源
と
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
は
、
ヒ
ロ

中
田
さ
ん
（
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
昨
年

６
月
か
ら
開
発
を
指
導
し
、
本

県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
４
品
目
と

し
て
完
成
し
ま
し
た
。
ガ
リ
ス

テ
ご
は
ん
の
価
格
は
１
３
５
０

円
（
税
込
み
）
で
、「
勇
鮨
」

「
御
食
事
処
な
く
い
」「
ガ
ー
リ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
４
）

　

３
月
30
日
、
役
場
公
室
で
、

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。
贈
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
山
目
祥
太
・
真
都
香
夫
妻

▽
山
本
拓
希
・
か
お
り
夫
妻

▽
立
本
隼
人
・
史
織
夫
妻

▽
松
田
卓
也
・
美
月
夫
妻

▽
橋
本
桂
州
・
美
沙
子
夫
妻

▽
袖
村
征
志
・
静
香
夫
妻

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
就
任
の
お
知
ら
せ

（
※
写
真
５
）

　

平
成
28
年
３
月
28
日
よ
り
、

委
員
４
名
が
就
任
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
山
川
芳
穗
委
員
長

（
64
・
北
側
）、
簗
田
重
身
委
員

（
67
・
七
日
市
）、
古
舘
由
起
子

委
員
（
60
・
道
地
）、
川
端
誠

委
員
（
63
・
野
面
）
が
選
挙
に

係
る
様
々
な
事
項
を
協
議
・
決

定
す
る
任
を
負
い
ま
す
。
任
期

は
４
年
で
す
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（写真１）堀川さん満100歳おめでとう

（
写
真
４
）
原
副
町
長
か
ら祝

い
金
を
贈
呈

（
写
真
５
）
引
き
続
き
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　

委
員
長
を
務
め
る
山
川
さ
ん

（写真２）新たな観光資源に「田子ガリステごはん」

（写真３）
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希
望
を
胸
に

新
生
活
が
ス
タ
ー
ト

　

４
月
７
日
、
町
内
の
3
つ
の

小
学
校
で
平
成
28
年
度
入
学
式

が
行
わ
れ
、
新
た
に
始
ま
る
学

校
生
活
へ
の
希
望
を
胸
に
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
先
生
か
ら
一

人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大

き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
田
子
小
学
校
で
は
19
名

（
男
子
６
名
、
女
子
13
名
）、
上

郷
小
学
校
は
３
名
（
男
子
２
名

女
子
１
名
）、
清
水
頭
小
学
校

は
３
名
（
男
子
２
名
、
女
子
１

名
）
が
入
学
し
、
在
校
生
や
先

生
方
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
日
、
田
子
中
学
校
で
も
入

学
式
が
行
わ
れ
、
43
名
（
男
子

24
名
、
女
子
19
名
）
の
生
徒
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

翌
８
日
に
は
田
子
幼
稚
園
で

入
園
式
が
行
わ
れ
、
５
名
が
入

園
し
ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

清水頭小学校

田子中学校

田子小学校

上郷小学校

田子幼稚園
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●メインイベント
　振分親方と相撲体操＆握手会
▼時間　午後６時30分～７時30分
　　　　（受付午後６時～）
▼会場　農業者トレーニングセンター
　　　　アリーナ

　現役時代に土俵上での独特の
「気合入れ」で“角界のロボコ
ップ”の愛称で親しまれた振分
親方（東関部屋所属、元高見盛
関＝写真）を講師に招き、「振
分親方と相撲体操＆握手会」を
開催します。

相撲体操、講演会のほかに、質問コーナー、握手
会など、現役時代から親方となった現在でも人気
のある振分親方とふれあえるイベントです。皆さ
んの参加をお待ちしています。

個人参加の報告をお願いします
　イベントプログラムや、自治会、事業所等で
の取り組みに参加できない方でも、個人で体を
動かすことで参加できますので、参加報告をお
願いします。

☆個人での取り組み例☆
◎掃除機を強く握って、腕

の筋肉を使い運動した。
◎かかとを上げ下げして、

ふくらはぎの筋肉を動か
しながら洗濯物を干した。

◎農作業時、トラクターのハンドルを強く握っ
て腕の筋肉を使った。

◎普段より長い時間、犬の散歩をした。
◎背筋を伸ばしてイスに座り事務仕事をした。
（会社員の方など）

◎片足を交互に上げながらイスに座り事務仕事
をした。（会社員の方など）
※普段の生活の中で、ちょっと体を
動かすことで参加となります。

　報告は、ピンク色の全戸配布チラシ
の報告票を下記報告先まで持参また
は、ＦＡＸしていただくか、電話での
報告も受付します。各自治会へ報告で
もかまいません。
◎参加報告は、当日の午後８時までに
お願いします。
　☎２０－７０７０　FAX ２０－７０７５

　開催まであと１カ月となり、イベントプログラムの決定など準備が進んでいます。
　今月号では、イベントプログラムとメインイベント「振分親方と相撲体操＆握手会」について紹介
します。詳しくは、全戸配布するチラシをご覧ください。

田子町チャレンジデー2016　５月25日（水）開催
目標「町民一丸となって、参加率70%超え！」

●
お
知
ら
せ
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■  憲法週間を迎えて
　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５
月１日から７日までを憲法週間と定めています。これ
は、憲法の精神や司法の役割を国民の皆さんに理解し
ていただくことを目的とするものです。
　全国各地の裁判所では、例年この時期に、法廷等見
学ツアーや各種説明会などの憲法週間行事を行ってい
ますので、ぜひご参加いただき、裁判所をより身近に
感じ、裁判所や裁判についての理解を深めていただけ
れば幸いです。
　各種行事については、裁判所ウェブサイト（http://
www.courts.go.jp/）の各地の裁判所のページをご覧い
ただくか、各裁判所の総務課にお問い合わせください。
　青森地方・家庭裁判所では、５月
12日（木）午後１時30分から、成
年後見制度をテーマとした寸劇を行
います。関心のある方は、ふるって
ご参加ください。
　詳細は、裁判所ウェブサイトでもご案内しています。
　http://www.courts.go.jp/aomori/

■  自動車税・自動車取得税の減免制度
　および自動車税のグリーン化について
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育（愛護）手帳、精神障害者保
健福祉手帳の交付を受けている
方、またはその方と生計を一にす
る方もしくは常時介護者が、これ
らの手帳の交付を受けている方の
生業、通院、通学などのために自動車を利用している
場合で、その障害の程度や自動車の使用状況などが一
定の条件に該当するときには、申請により自動車税・
自動車取得税の減免を受けることができます。
　また、自動車環境対策の観点から、排出ガス及び燃
費性能の優れた環境負荷の小さい自動車についてはそ
の排出ガス性能に応じて税率を軽減（軽課）し、新車
新規登録から一定の年数を経過した環境負荷の大きい
自動車については税率を重く（重課）する「自動車税
のグリーン化」が実施されています。
　詳しくは、三八地域県民局県税部にお問い合わせい
ただくか、県税・市町村税インフォメーション（http://
www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）をご覧ください。

問三八地域県民局県税部納税管理課　
　☎０１７８－２７－５１１１ 　内線２０５～２０７、３５６

■  平成28年度労働保険年度更新の手続きに
　ついて
　労働保険の年度更新（平成27年度確定保険料と平成
28年度概算保険料の申告・納付手続きのことをいいま
す）を行っていただく時期となりました。
　平成28年度の申告・納付期間は、６月１日から７月
11日までとなっておりますので、お早めにお近くの金
融機関・郵便局等で手続きをお願いします。

問青森労働局総務部労働保険徴収室
　☎０１７－７３４－４１４５

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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▼対象事業
◎地域の環境整備事業（ハード事業）上限額20万円
　※ ただし除雪機購入は上限額50万円
◎地域資源を活用した事業（ソフト事業）上限額５万円
◎人づくり・仕組みづくり事業（ソフト事業）

上限額５万円

▼補助率　補助率１０／１０以内

▼応募資格　自治会、町内会、任意団体等

▼募集期間　平成28年４月１日～平成29年２月28日

▼前年度実績
【実績①】下本町自治会「家庭ごみ集積箱設置事業」

事業費：12万７千円
（うち補助金11万３千円、自己資金１万４千円）

【実績②】西舘野自治会「防災資機材保管庫設置事業」
事業費：22万５千円

（うち補助金20万円、自己資金２万５千円）
【実績③】袖平自治会「除雪機購入事業」

事業費：57万５千円
（うち補助金50万円、自己資金７万５千円）

【実績④】矢田郎地区町内会「除雪機購入事業」
事業費：41万８千円

（うち補助金41万８千円、自己資金０千円）
【実績⑤】七日市自治会「家庭ごみ集積箱設置事業」

事業費：２万７千円
（うち補助金２万７千円、自己資金０千円） 

【実績⑥】野面自治会「家庭ごみ集積箱設置事業」
事業費：８万１千円

（うち補助金８万１千円、自己資金０千円） 
【実績⑦】上野自治会「除雪機購入事業」

事業費：50万円
（うち補助金50万円、自己資金０千円）

問役場政策推進課 ☎２０－７１２７

■  募集しています！「協働のまちづくり活動支援事業」
　町では、皆さんが自由な発想で自主的に取り組むまちづくり活動に対して「補助金」を交付しています。
　地域が持つ個性や環境などを活かして、創意工夫にあふれる活動の応募をお待ちしております。
　詳しい事業内容は、全戸配布したチラシをご覧ください。

←実績①

←実績③

実績⑤ 実績⑦

実績②→

実績④→

実績⑥
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

農山村広場をご利用ください
　向山地区の農山村広場を開放いたしました。
　芝生広場、交流広場、テニスコート、ランニング
コース、東屋等があり散歩やレクリエーション、軽
スポーツ等にご利用いただけます。
　テニスコートは、夜間利用もできます。
　広場をご利用の場合は、事前に教育委員会に使用
申請書提出等の手続きをしてからの利用をお願いい
たします。
　広場を利用する際には、他の体育施設と同様に、
ゴミ等は必ず持ち帰るなどマナーはお守りください。
▽開放時間　午前９時～午後９時
　※ 用具利用の際は、公民館までお願いします。

新発見町内健康ウォーキング2016
　町内の各地域《７つのルート》をめぐる「新発見
町内ウォーキング」を開催します。自分の体力に合
わせたコースを選ぶことや親子での参加もできます。
詳細については、全戸配布されたチラシをご覧くだ
さい。
▽期　日　４月24日（日）
▽ルート名　さくらルート
　　　　　　・はっするコース：9.5Km
　　　　　　・おきがるコース：5.0Km
▽集合場所　せせらぎの郷（午前８時40分までに）

◎次回のルート情報
▽期　日　５月29日（日）
▽ルート名　おぐにまきばルート
　　　　　　・はっするコース：8.5Km
　　　　　　・おきがるコース：5.2Km
▽集合場所　中央公民館（午前８時40分までに）
▽受　付　随時参加受付しますが、開催日６日前　
　　　　　までにお願いします。

第68回三戸郡総合体育大会開催のお知らせ
　６月11日（土）～12日（日）の２日間、階上町を
主会場に開催されます。詳しい日程等は次回お知ら
せします。

●田子神楽講座開講式
▽と　き　５月下旬
▽ところ　中央公民館ホール・和室
※ 詳細については、後日チラシでお知らせします。

●ストレッチヨガ健康講座
※今年もストレッチヨガ健康講座を行います。
　日程等は決定次第、チラシやＴＣＶデータ放送で
　お知らせします。

●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　５月18日（水）
　　　　　午後３時～
▽ところ　上郷公民館
▽内　容　詳細は後日お知らせします。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　５月31日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館
▽内　容　寄せ植え

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

昨年の三戸郡総合体育大会の様子

昨
年
の
様
子
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●暮らし
▽つくおき／596ノ
▽片付けたくなる部屋づくり／本

多さおり／597ホ
●歴史・時代小説
▽鼠、地獄を巡る／赤川次郎／

913ア
▽擬宝珠のある橋／髪結い伊三

次捕物余話15 ／宇江佐真理／
913ウ

▽美女二万両強奪のからくり／縮
尻鏡三郎９／佐藤雅美／913サ

▽始末／吉原裏同心24 ／佐伯泰英
／913サ

▽小藤次青春抄／品川の騒ぎ・野
鍛冶／佐伯泰英／913サ

▽春風の太刀／口入屋用心棒５／
鈴木英治／913ス

▽天空の鷹／風の市兵衛５／辻堂
魁／913ツ

▽神剣／葉室麟／913ハ
▽風侍心中／山口恵以子／913ヤ
●ミステリー・警察小説など
▽ガラパゴス／上下巻／相場英雄／

913ア
▽バビロンの秘文字／１・２／堂場

瞬一／913ド
▽教場２／長岡弘樹／913ナ
▽鳴門の渦潮を見ていた女／西村京

太郎／913ニ
▽十津川警部北陸新幹線「かがやき」

の客たち／西村京太郎／913ニ
●そのほかの小説など
▽バラカ／桐野夏生／913キ
▽また、同じ夢を見ていた／住野よ

る／913ス
▽まく子／西加奈子／913ニ
▽カエルの楽園／百田尚樹／913ヒ
▽うちのご近所さん／群ようこ／

913ム
▽幹事のアッコちゃん／柚木麻子／

913ユ
●エッセイ、手記など
▽幸せになる勇気／岸見一郎／

159キ
▽いいかげんに、生きる／心屋仁

之助／159コ
▽超一流の雑談力／安田正／809ヤ
▽わたしのウチには、なんにもな

い。／ゆるりまい／597ユ
▽マリコ、炎上／林真理子／914ハ
▽人間、最後はひとり。／吉沢久

子／914ヨ

図書館情報

●こどもの読書週間
　４月23日「子ども読書の日」から５月
５日「こどもの日」をはさんだ20日間は

「こどもの読書週間」です。図書館では「第
27回選定よい絵本」を約100冊集めて展
示、貸出します。ぜひ子どもたちと一緒に、
楽しい絵本の世界をお楽しみください。
　また、子どもも大人も参加できる「春の
読書スタンプラリー」は６月12日まで実
施しています。こ
の機会にどうぞご
家族みなさんで図
書館をご利用くだ
さい。

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

5月の図書館行事
▼４／16（土）～６／12（日）
　春の読書スタンプラリー
▼５／８（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「ミニブック」作り

※５／28（土）本の読み聞かせととしょか
んクラブはお休みです。

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

※ ４／16（土）～５／１（日）
　一人10冊まで貸出します。

四角い本に　まあるい心
こどもの読書週間４／23 ～５／12

○図書館はどなたでも無料でご利用
できます。
○本・雑誌・CD 等を貸出しています。
○新聞やインターネットを見ること
ができます。
○様々な調べもののお手伝いをしま
す。
▼貸出
○本（雑誌を含む）５冊まで・２週間
○ＣＤ（音楽・落語など）３枚まで・
１週間
▼返却
○図書館内のカウンターへお返しく
ださい。
○図書館が閉まっているときは、入

口にあるブックポストにお返しくだ
さい。
○ＣＤや他図書館から借りた本など
は直接カウンターへお返しください。
▼本をさがす
○図書館内のパソコンで本をさがす
ことができます。
○お気軽に職員におたずねください。
▼本の予約・リクエスト
○図書館にある本が貸出中のときは

「本の予約」ができます。
○図書館にない本を借りたいときは

「本のリクエスト」ができます。本を
他図書館から借りたり、新しく購入
したりしてご希望にお応えします。

●くらしの中に図書館を～図書館利用のご案内
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町
の
人
口

平
成
28
年
３
月
31
日
現
在

世帯数／2238（＋１）
人口／5932（－26）
男／2847（－15）
女／3085（－11）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
山
火
事
防
止
に
つ
い
て

　

山
火
事
は
４
月
か
ら
６
月
の
強

風
時
及
び
乾
燥
時
に
集
中
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
因
の

多
く
が
、
火
の
取
扱
い
の
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
大
切
な

樹
木
、
山
林
を
山
火
事
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
山
火
事
防
止
に
あ
た
っ
て

　

注
意
す
る
こ
と
は
…
…

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
後
、

そ
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
完
全
に

消
火
す
る
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
。

○
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

☆
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

三
戸
消
防
署
田
子
分
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
行
楽
期
（
特
に
Ｇ
Ｗ
）

は
、
入
学
や
入
社
を
終
え
一
段
落

し
た
最
初
の
連
休
で
す
。
観
光
地

等
に
出
か
け
る
際
は
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
盗
難
被
害
の
防
止

○
お
出
か
け
の
際
は
、
自
宅
の
玄

関
や
窓
な
ど
忘
れ
ず
に
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

○
車
か
ら
離
れ
る
際
は
、
ド
ア
ロ

ッ
ク
を
施
し
座
席
に
貴
重
品
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
事
故
の
防
止

○
安
全
運
転
に
心
が
け
、
疲
れ
た

ら
十
分
な
休
息
を
取
り
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
他
人
の
迷
惑
と
な
る
路
上
駐
車

や
違
法
駐
車
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

◎
山
菜
採
り
の
事
故
防
止

○
家
族
や
親
戚
に
、
行
き
先
や
帰

宅
時
間
、
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

を
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
名
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
の
下
山
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

○
迷
っ
た
場
合
に
備
え
、
ラ
イ
タ

ー
や
ラ
ジ
オ
、
食
料
、
携
帯
電
話
、

雨
具
な
ど
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
眠
か
ら
覚
め
た
熊
は
エ
サ
を

求
め
凶
暴
に
な
り
ま
す
。

 
・
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ

う
。

 

・
熊
を
見
た
ら
、
走
っ
て
逃
げ
た

り
、
大
声
、
石
投
げ
は
危
険
で
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

2
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

6
（金）
　
　

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00
9

（月）
生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

11
（水）

個別接種（せせらぎの郷）
午前10:00～10:30

12
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30～午後1:00
血圧を下げよう教室

（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00
13
（金）
　
　

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00
16
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

17
（火）

なるほど500キロカロリー教室
（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00

18
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

19
（木）

4歳児相談（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

20
（金）
　
　

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00
23
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

25
（水）

個別接種（せせらぎの郷）
午前10:00～10:30
チャレンジデー2016（せせらぎの郷）
午前9:00～午後3:00

26
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30～午後1:00

27
（金）
　
　

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:00
30
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

31
（火）

保健推進員学習会（せせらぎの郷）
午前10:30～午後6:00

５月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●森本有
ゆうさく

咲（敬文・忍）／サンモール
●上川原暉

ひかり

織（栄司・優香）／夏坂
●滝沢友

ゆ い

彩（法昭・祐美子）／西舘野
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
● 木田博光（西舘野）
　渡辺文子（南部町）
●村木孝行（細野）
　山本　希（岩手県滝沢市）

お悔やみ
●足沢イト（81歳）衣更
●森　浩志（85歳）中本町
●木下幸吉（83歳）七日市
●北田つや（92歳）南側
●冷清水陽婦美（87歳）新田
●平山仁吉（85歳）矢田郎
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
」

　

４
月
７
日
、
平
成
28
年
度
清

水
頭
小
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
３
名
の
児

童
を
迎
え
、
全
校
19
名
に
な
り

ま
し
た
。

　

緊
張
の
入
学
式
で
は
、
担
任

の
先
生
と
笑
顔
で
入
場
し
、
一

人
一
人
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
く
れ
た

新
入
生
。
最
後
ま
で
立
派
な
態

度
で
式
に
臨
み
ま
し
た
。
今
年

度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
入
学
祝
い

は
、
伝
統
の
梅
の
苗
木
で
す
。

こ
の
清
水
頭
地
区
に
３
本
の
苗

木
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
校

訓
「
山
に
は
木
を　

人
に
は
真

心
を
」
は
、
学
校
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
掲
げ
ら
れ
、
学
校
の

歴
史
や
伝
統
の
証
と
し
て
継
承

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
校

訓
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
進
ん
で
学
習
に

取
り
組
む
子
、
思
い
や
り
の
あ

る
子
の
育
成
に
努

め
ま
す
。「
よ
く

学
び
、
よ
く
遊

べ
」
を
合
い
言
葉

に
、
児
童
の
成
長

に
と
っ
て
よ
り
よ

い
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に
、
子
ど

も
も
教
職
員
も
、

家
庭
も
地
域
も
一

緒
に
な
っ
て
、
去

年
の
清
水
頭
小
学

校
を
超
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

清
水
頭
小
学
校
）

編
集
後
記

　

30
年
ぶ
り
に
広
報
を
担
当
し
ま
す
。
初

取
材
は
田
子
小
学
校
の
入
学
式
。
新
１
年

生
と
同
じ
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

　

春
は
異
動
の
季
節
。
表
紙
は
、
田
子
診

療
所
に
着
任
さ
れ
た
田
中
先
生
と
中
㟢
先

生
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
裏
表
紙
で
は
、

町
の
新
採
用
職
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
多
く
の
情
報
を

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
話
題

提
供
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
広
報
担
当　

け
あ
げ
）

学
校
の
話
題
　
清
水
頭
小
学
校

　情報スクランブル

口
上
手
い
人
と
距
離
お
く
年
の
功 

岩
間
十
三
男

公
園
の
ラ
ジ
オ
体
操
差
別
な
し 

中
村
春
太
（
春
雄
）

約
束
が
ラ
ジ
オ
の
ノ
イ
ズ
遠
ざ
け
た 

筒
崎
つ
っ
つ（
靖
史
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
陽
を
受
け
て
手
の
ひ
ら
に 

松
尾
よ
し
夫
（
孝
之
）

キ
ャ
ン
プ
場
熊
が
う
ろ
う
ろ
餌
さ
が
し 

新
井
田
カ
ン
太（
忠
治
）

飛
ん
で
っ
た
輪
ゴ
ム
土
星
の
輪
に
な
っ
た 

阿
保
千
枝

自
由
席
ひ
と
足
違
い
で
横
に
立
ち 

森
田
榮
子

わ
た
く
し
に
春
が
来
た
よ
う
彼
で
き
て 

松
尾
与
志

い
つ
の
世
も
つ
じ
つ
ま
合
わ
ぬ
世
の
中
だ 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

見
ら
れ
て
る
こ
の
と
き
め
き
は
桜
色 

鳴
滝
笑
美
子

身
の
垢
を
丸
洗
い
し
て
軽
く
な
り 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

こ
ど
も
よ
り
先
に
キ
レ
て
る
親
が
い
る 

荷
軽
井
光
生
（
光
生
）

さ
く
ら
さ
く
ら
手
造
り
の
ふ
る
里
が
あ
る 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

消
し
ゴ
ム
で
足
り
な
い
程
の
過
去
が
あ
る 

西
村
吐
夢
（
務
）

ふ
ん
わ
り
と
フ
サ
フ
サ
の
毛
は
特
許
で
す 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

隠
居
し
た
蟻
も
メ
タ
ボ
に
な
る
時
世 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
６
年
５
月
号
（
平
成
28
年
４
月
20
日
発
行
）
通
算
第
６
７
８
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　４月１日、役場町長室で、田子町地域おこし協力隊員３名に辞令が交付されました。これは、活動
期間をさらに１年間延長するもので、辞令を手渡された隊員らは、「これまで以上に頑張ります」と
抱負を述べ、今年度の活動に意欲を燃や
していました。なお、隊員の活動期間は
最大で３年間となります。各隊員の在任
期間と活動内容は次のとおりです。
◎筒崎 靖史（つつざき やすし・写真右）

　地域資源の発掘にかかる活動
　１年６カ月（平成28年３月現在）
◎川名 美夏（かわな みか・写真中央）

　農林畜産業の活性化にかかる活動
　１年５カ月（平成28年３月現在）
◎新岡 恭治（にいおか きょうじ・写真左）

　漆掻き用具製作技術の保存・伝承及び
　情報発信にかかる活動
　４カ月（平成28年３月現在）

田子町地域おこし協力隊員に辞令交付

はじめてのハッピーバースデイ　平成27年４月に生まれた満１歳のお友だちです。

●長谷川紬
つ む ぎ

希ちゃん
Ｈ27.4.27

（向山・女の子）
1歳のお誕生日おめで
とう！ つむの笑顔が
みんな大好きです。こ
れからもみんなにと
びきりの笑顔を見せ
てね。

●野方希
の ぞ み

美ちゃん（女の子）

●野方拓
た く み

海ちゃん（男の子）
Ｈ27.4.24（袖平）

病気にも負けず、ごはんをいっ
ぱい食べて、すくすく育って
ほしい。

①飯豊 ②32歳 
③建設課建設グルー
プ　主事 
④釣り全般、ドライ
ブ、寝ること 
⑤民間企業での経験
を活かして、町民の皆
様に信頼していただけ
るような仕事をしてい
きたいと思います。

①関下 ②28歳 
③産業振興課農業振
興グループ　主事 
④ドライブ 
⑤田子町の産業振興
に役立っていけるよ
う業務を頑張りま
す。皆さんよろしく
お願いします。

①矢田郎 ②21歳 
③住民課子育て定住
移住支援室　主事 
④音楽鑑賞、テレビ
を観ること 
⑤町民の皆様とのコ
ミュニケーションを
大切にし、愛され頼
られる職員になれる
ように頑張ります。

①清水頭 ②22歳 
③産業振興課農業振
興グループ　主事 
④スキー 
⑤田子町に戻ってく
ることができ、喜びで
いっぱいです。日々精
進していきたいと思い
ますので、皆さんよろ
しくお願いします。

①　ノ実  ②36歳 
③教育課学務グルー
プ　主事 
④読書 
⑤業務をしっかりと
覚え、町民の皆様に
とって良い公務員に
なれるよう努力して
いきたいと思います。

●蜂ヶ崎 哲治（はちがさき てつはる）●大村 晃弘（おおむら　あきひろ）

●小原　南（おばら　みなみ）●千葉 知毅（ちば　ともき）●隅　由至（すみ　よしゆき）

～将来の田子町を担う若い力～

　①出身 ②年齢 ③所属・役職
　④趣味 ⑤抱負

【新採用職員の紹介】


